
手洗いは感染予防の基本です おう吐物･ふん便は正しく処理しましょう 
○　外出後、トイレに行った後、調理や食事の前、おう吐物 ･ふん便を処理した後は、必ず手を洗ってください。 

○　石けんを使い十分にこすり洗いし、水で洗い流すことにより、ウイルスは大幅に減少します。こすり洗いは30秒を

目安にしてください。 

○　処理をする人自身が感染しないように、気をつけましょう。 

○　ノロウイルスが残らないように、確実に消毒をしましょう。  

○　すぐに処理できるよう、次のものを普段から準備しておくと便利です。 

①石けんをつけ、手
のひらをよくこすり
ます。 
 

①処理をする人以外が近づかないようにし
ます。 
②処理をする人は手袋とマスク、エプロン
を着用します。 

【手洗いの手順】 

手洗い前のチェックポイント 汚れが残りやすいところ 

⑤親指と手のひらを
ねじり洗いします。 
 

②手の甲をのばすよう
にこすります。 

⑥手首も忘れずに洗
います。 
 

③指先・爪の間を念
入りにこすります。 

⑦十分に水で流します。 
 

④指の間を洗います。 
 

⑧ペーパータオルや清
潔なタオルでよくふ
きます。 
 

○　爪は短く切っていますか？ 
 
○　時計や指輪を外していますか？ 
 

特に注意して洗いましょう。 
◎指先や爪の間 
◎指の間 
◎親指の周り 
◎手首 
◎手のしわ 

バケツ、塩素系消毒液（次亜塩素酸ナトリウム）、ビニール又はゴム製手袋、 
マスク、白衣やエプロン、ビニール袋、ふき取るための布や紙など 

 

処理用セット 

③汚物（おう吐物 ･ ふん便）は、布やペ
ーパータオル等で外側から内側に向けて、
汚れた面を折り込みながら静かにぬぐい
取ります。 

※その他の留意点 
○可能ならば、処理後にシャワーを浴びる。 
○処理時とその後は、部屋の窓を大きく開けるなどして換
気し、換気設備がある場合は必ず運転する。 
○下痢をしている人がいるときは、トイレのドアノブも消毒する。 

④使用した布やペーパータオル等は、すぐ
にビニール袋に入れ、処分します。 

⑤汚物が付着していた床とその周囲を0.1％
次亜塩素酸ナトリウムを染み込ませた
布やペーパータオル等で覆うか、浸す
ようにふきます。 

⑥使用した着衣は廃棄が望ましいですが、
消毒する場合は４ページの手順で行います。 

⑦手袋は、付着した汚物が飛び散らないよう、
表面を包み込むように裏返して外します。
手袋は、使った布やペーパータオル等と
同じようにビニール袋に入れ、処分します。 

カーペット等は変色する
場合があります。スチーム
アイロンなど85℃1分間
以上の高温で処理する
方法もあります。 

同一面でこすると汚染を拡
げるので注意してください。 

0.1％次亜塩素酸ナトリウム
を染み込む程度にビニール
袋内に入れ、消毒すること
が望ましいです。 

処理後は手袋を
外して手洗いを
します。 

次亜塩素酸ナトリウムは鉄などの金属を腐食させる
ので、ふき取って10分程度たったら水ぶきします。 

0.1％次亜塩素酸ナトリウムの作り方は
4ページを御覧ください。 

★注意！　おう吐物は想像以上に遠くまで飛び散っています。 
実験の結果、床から1mの高さから吐くと、カーペットでは吐いた場所か

ら最大1.8m、フローリングでは最大2.3m飛び散ることを確認しました。
カーペットの場合は、毛足の長さに左右されますが、広い範囲を消毒
しましょう。 
詳細は東京都健康安全研究センターのホームページを御覧ください。 

http://www.tokyo-eiken.go.jp/
おう吐物の飛散実験の模様 
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